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【 緒言 】 

フィールドホッケー(以下、ホッケー)の外傷・

障害は頭頸部から下肢まで幅広く、中でも足関

節捻挫が好発外傷として報告されている

(Murtaugh, 2009)。しかし、ホッケーにおける足

関節捻挫受傷メカニズムや発生率を検討したも

のはなく、性別やポジション別での検討を行っ

たものも同様にない。また、これらの報告の多く

は諸外国のものであり、本邦におけるホッケー

の外傷・障害報告は極めて少なく、その実態は未

だ明らかにされていない。 

そこで本研究では、スポーツ外傷・障害予防の

実践モデルとして用いられる、van Mechelen ら

が提唱した 4 段階モデルを参考に、第 1 ステッ

プとしてホッケーの外傷・障害調査を行い、第 2

ステップとして外傷・障害の原因、メカニズムを

明らかにすることとし、特に頻発している足関

節捻挫に本研究では着目した。本研究を行うこ

とで、ホッケーの外傷・障害予防プログラム立

案・確立へ向けた一助となる事が期待される。 

 

【 研究 1 】 

大学ホッケー選手 309 名を対象に既往歴調査

を行い、ホッケー選手の外傷・障害の特徴を性別

やポジション毎で明らかにすることを目的とし

た。 

本邦における外傷・障害既往は下肢、中でも足

関節が好発部位であることが本研究から明らか

となり、諸外国で報告されているものと同様の

結果となった。しかし、足関節以外の部位で性別、

ポジション別で外傷・障害既往箇所に差が見ら

れ、両要素を考慮した外傷・障害予防の必要性が

示唆された。 

 

 

【 研究 2 】 

大学ホッケー選手 309 名を対象に足関節捻挫

既往歴を調査し、損傷部位、受傷機転、発生率を

性別やポジション毎で明らかにすることを目的

とした。 

足関節捻挫発生率は 2.4 年間の内に男女間で

差は見られなかったものの、ポジション間では

MF、FW と GK 間に差が見られた(表 1)。また、

足関節捻挫による損傷部位として両側外側での

損傷割合が高いが、足関節外側での損傷は左足

に多く、足関節内側での損傷は右足で多かった。

これは、ホッケーが競技特性上、右打ちのスティ

ックしか存在しないため、パスやシュートなど

大半の動作は左足で踏み込み、身体重心を左足

方向に移動させる。その際に、左足は外荷重、右

足は内荷重になっていることから、左足関節で

は内がえし、右足関節では外がえし肢位になっ

ていることが考えられ、左足関節の外側、右足関

節の内側に伸張ストレスが加わっていることが

予想される。本研究結果を踏まえ、ホッケーにお

ける足関節捻挫受傷リスク軽減に向けた予防法

の検討にはポジションを考慮する必要性が示唆

された。 

 

表 1. ポジション別足関節捻挫発生率 

 

 

 



  

【 研究 3 】 

 ホッケー選手 45名を対象に足部形態と機能を

調査し、左右差を明らかにすることを目的とし

た。 

 足部形態では、足長、足幅、踵骨角度で左右差

が見られ、足長、足幅は左足の方が大きく、踵骨

角度は右足の方が外がえししていた。また、足部

機能に関しては、足関節角度背屈、底屈、外がえ

し、内がえし角度は左足の方が大きく、外がえし

角度は右足の方が大きかった。本研究結果から、

【 研究 2 】における、足関節捻挫の損傷部位

で左右差が生じていた要因となっている可能性

が示唆された(表 2)。 

 

表 2. 足部機能 

 

 

【 研究 4 】 

ホッケーにおけるストローク動作、中でもス

ウィープ動作時の足圧分布を調査し、左右差、並

びに内外差を検討することを目的とした。 

左右差の検討において、バックスイング期か

らダウンスイング期にかけて右足、ダウンスイ

ング期からフォロースルー期にかけて左足での

足圧が高くなることが分かった(図 1)。内外差の

検討において、左足ではダウンスイング期から

フォロースルー期にかけて外側で足圧が高く、

右足ではフォロースルー期に内側での足圧が高

いことが分かった(図 2)。これは【 研究 2 】に

おける足関節捻挫による損傷部位に左右差が生

じた要因、且つ【 研究 3 】における足部形態・

機能で左右差が生じた要因の１つとして挙げて

いた仮説を立証する結果となった。 

 

図 1. スウィープ動作時の左足足圧分布(内外) 

 

図 2. スウィープ動作時の右足足圧分布(内外) 

 

【 結論 】 

本邦においてホッケーでは下肢での外傷・障

害が多く、中でも足関節で最も多かった。また、

ポジション毎で足関節捻挫発生率が異なること

から、ポジションを考慮した予防法の立案・確立

が必要であることが明らかとなった。更に、ホッ

ケー動作が【 研究 3 】における足部形態・足

部機能の変化、【 研究 2 】における足関節捻

挫損傷部位の左右差に繋がっている可能性が明

らかとなった。本研究結果を踏まえ、4 段階モデ

ルの第 3 ステップとしてホッケーにおける外傷・

障害予防、その中でもまず足関節捻挫予防プロ

グラムの立案・介入へ繋げていく必要がある。 


